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1991 年 9 月、仙台国際センターが開館した。運営は仙台国際交流協会、仙台市が国際都

市を目指し、国際会議、国際交流など、市民の活用の場を目指した。 
ボランティア活動の場にもなり IV ネット、Sendai International Volunteer Network が
作られ、その頃、仙台市には、7 つの国際姉妹都市提携があり、それぞれの都市を支援する
ボランティア活動が行われるようになった。 

 
1995 年、各ボランティア団体を結ぶ、IV ネットに団体会員連絡会が立ち上がり、私が会長
になり、そのことで仙台国際交流協会の理事にも推薦され、私の、仙台でのボランティア活
動が始まった。 
当時、仙台市では、暮れに行われている「光のページェント」が始まった頃で、親善のため
に来仙したリバサイド市長が、（リバサイド市とは 1957 年 3 月国際姉妹都市提携が締結さ
れた）リバサイド市でも光のページェントを行いたいと提案され、光のページェントを開催
することになった。 
その時のリバサイド市での点灯式に（1995 年）仙台市民団（11 名）の代表として、初め
て、私が、故藤井市長共々リバサイド市に行った。 

リバサイド市はロサンゼルスから車で1時間ぐらい内陸に入った町で当時人口40万ぐらい
の都市である。 
リバサイド市では「フエスティバル・オブ・ライト」と訳されて、仙台と違う南国調の木々
に点灯され、異国情緒溢れたアメリカ式の光のページェントが行われた。 
仙台の文化がアメリカに渡った記念すべき行事だった。 
これが私とリバサイド市との出会いであった。 
 
その頃、すでに仙台とリバサイド市との交流は 1957 年から始まり、20 ぐらいの団体が、
それぞれ目的に合った交流（高校生交流、NPO 団体、一般市民交流、障害者交流等）が行わ
れていたが、問題があった。別々に行われるので受け入れ側のリバサイド市の方の、IRC で

も（International Relations Council of Riverside）予定が組みにくいと相談があり、ど
の団体が、何時、どのくらいの人数で、何を目的に訪問するか、事前に連絡し、受け入れを
調整して頂くことになり、仙台側の窓口として仙台リバサイド交流連絡会を立ち上げた。 
これも，言い出しっぺの私が音頭を取ることになった。 
このことで、リバサイド市からくる皆さんの支援も、連絡会を通して行うことで大きな成果
を上げていた。 
 
仙台側で、こよなくリバサイド市を愛する仙台市民の方達に連絡が行くようになり、これに
影響され、リバサイド市が身近になった方も増えて行った。 
仙台ハーフマラソンの時にリバサイドから来る選手団の応援、歓迎、サポート、国際センタ

ーで行われる「せんだい地球フエスタ」、もと「国際センターまつり」でのリバサイド市紹
介ブースの運営など支援していた。 
 
それに、リバサイド市と仙台市との姉妹都市提携 50 週年（2007 年 3 月）を迎えるので、
それを記念してリバサイド市に仙台から日本庭園を寄贈する企画が立ち上がり、連絡会を通
じて多くの協賛金を集めることができた。 
また、東日本大震災支援でも田村蒸治前会長、鈴木健治会長と、リバサイド市側の IRC と



の連携で支援活動の輪が広がり、多大な貢献をして頂いた。姉妹都市の有り難さを感じ

た。 
リバサイド市を訪問するたびに、特産物のオレンジを頂き感動しておりました。 
そこで固い名前の仙台リバサイド交流連絡会の名称を「オレンジクラブ」ではと、誰とも
なく提案され名前が決まりました。 
仙台リバサイド交流連絡会の名前も仙台リバサイド交流連絡会オレンジクラブとして公式
文章では、使っておりました。 
故藤井市長とリバサイド市を訪問した 1995 年から、日本語の分かるブッシエ洋子さまが
リバサイド市に居たことで、これらの交流が広まり、現在も続いていると思います。 
感謝、感謝です。 
 

■「オレンジクラブ」の会長は、初代戸袋勝行、その後、田村蒸治様、そして、現在は鈴
木健治様に引き継がれております。 
 
 
私が会長をしていた頃のオレンジクラブが関係したリバサイド訪問 

1995 年 リバサイド市、光のページェント点灯式参加訪問事業（故藤井市長に同行） 

1997 年 リバサイド市、リバサイド YMCA 主催、男の料理コンテスト、参加ツアー  

1999 年 
リバサイド市＆ダラス市、高齢者施設見学ツアー 市民交流  
ダラス市名誉市民に 

1999 年 
リバサイド市にて日本食文化紹介事業（仙台男子厨房に入ろう会）  
日本より 20 名参加、手料理で 150 名のリバサイド市民に日本料理を紹介 
リバサイド市長も参加された。 

1999 年 
リバサイド、ロスアンジェルス、移住のための不動産見学、 
バリアフリー高齢者住宅見学、研修ツアー 

2001 年 
リバサイド市オレンジ祭り参加、市民交流の旅 サンキスト工場  

カルホルニアワイン 農園見学、マラソン大会にも参加 

2002 年 
リバサイド、オープン、カレッジ事業（リバサイド市） 
カルホルニア大学で学ぶ。その後、6 ヶ月留学した方がいた。 

2003 年 
リバサイド市内のシニアコミュニティタウン、老人フォーム、福祉施設見学研
修ツアー  

2004 年 
第 2 回、リバサイド、オープン、カレッジ事業 ボランティア活動の勉強（リ
バサイド市） 

2005 年 
高齢者住宅見学ツアー（リバサイド市、フエニックス市 Sun City に日本人
初めて宿泊） 少子高齢化に向けたアメリカの福祉政策を学ぶ 

 

  



追伸 

① 2000 年 1 月 27 日リバサイドとの交流に貢献したことでリバサイド市より「リバサイ
ド市国際姉妹都市賞」を授与されました。（江陽グランドホテルにて、IRC と仙台リバ
サイド交流連絡会・オレンジクラブの会合で行われた） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
② 1999 年 3 月 24 日ダラス市より名誉市民の栄を受けました。仙台 IV ネットワークが

日米協会を通じて、ダラス市との国際交流に貢献した理由。（ダラス市訪問時に授与さ
れた） 

 

 

 

 

 

 

 


